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公的研究費の不正使用防止に関する基本方針 

学長 佐伯 孝弘 

 

１．機関内の責任体系の明確化 

 

公的研究費を適正に運営及び管理するために、機関内の運営・管理に関わる責任体系を定め、これを

公表します。 

 

２．適正な運営・管理の基盤となる環境の整備 

 

公的研究費等については、法令等を遵守するとともに、行動規範の策定や、事務手続きや使用ルール

に関する情報提供、コンプライアンス教育・啓発活動の実施などを通じて、不正使用防止対策に関する

関係者の意識向上と抑止機能を備えた環境の整備を図ります。不正に関する告発等を受付ける窓口を設

置し、構成員に周知徹底します。 

 

３．不正を発生させる要因の把握と不正防止計画の策定・実施 

 

最高管理責任者が策定した基本方針に基づき、機関全体の具体的な対策のうち、最上位のものとし

て、また不正を発生させる要因に対応した不正防止計画を策定します。関係部署が連携して、実効性の

ある対策を実施します。 

 

４．公的研究費の適正な運営・管理 

 

不正防止計画を踏まえた予算執行を行い、実効性のあるチェックが効く体制を構築して、公的研究費

の適正な運営・管理を行います。 

 

５．情報発信・共有化の推進 

公的研究費のルール、事務処理手続等に関する相談窓口を設置します。また、公的研究費の使用に関

するルールや事務手続き等が、適切に情報共有される体制を構築するとともに、不正防止に関する取組

みについて学外へ情報発信します。 

 

６．モニタリングの実施 

不正の発生の可能性を最小にすることを目指し、実効性のあるモニタリング体制を整備・実施しま

す。 

 

以上 


